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生

存
権
の

祀
禽
政

策
+

論
争

-
藤

田
､

左

右

田

両

博
士

論

争
の

同

顧

-

】

顧
田

･

左

右
田

の

三

つ

の

論
争

蒔
田

徳
三

博
士

と

左

右
田

喜
一

郎
博
士

と
の

草
間
的
論
争
は

畢

に

こ

こ

に

問
題
と

す
る

生

存
権
の

社

食
政

策
に

関
し

て

の

み

で

な

く
､

貨
幣
論
に

つ

い

て
､

ま

た

経
済
学
認
識
論
に

つ

い

て

の

論
争

の

歴
史
が

あ

る
｡

頑
田

博
士
は

明

治
二

十
八

年
に

東
京

高
商
専
攻

部
を

卒
業

､

直
ち

に

母

校
の

講
師
と

な

り
､

明

治
三

十

年
か

ら
四

十
四

年
ま
で

外

囲
留
学
さ

れ

て

い

る
｡

左

右
田

博
士
は

明

治
三

十

七

年
の

専

攻

部
卒
業
で

あ

り
､

肩
田

博
士
の

ゼ
､
､

､

ナ

ー

ル

に

お

い

て

指

導
を

受
け

､

そ

の

卒
業
論
文

｢

信
用

券
貨
幣
論
+

(

明

治
三

十

八

年
､

左

右
田

全

集

第
一

巷
収

録
)

が

左

右
田

博
士
の

本

格

的
な

草

間
研
究
の

出
蜃

鮎
を

な

し

て

い

る
｡

こ

の

研
究
の

嶺
展
が

ド

イ

ツ

赤

絵

要

文
で

蔑
表
さ

れ

た

｢

ク

ナ

ア

ブ

新

貨
幣
学
説
し
+

貨
幣
の

本

質
+

(

明

治
四

十

年
､

勝

本

鼎
一

語
､

全

集
第
二

巷

収

鐘
)

並
に

チ
ュ

ー

ビ

ン

ゲ

ン

大

草
で

の

単
位
論
文
｢

貨
幣
と

債
値
+

(

明

治
四

十
二

年
､

川

村

豊

郎

詳
､

全

集

第
二

巷

収

録
)

で

あ

る
｡

こ

れ

ら
の

貨
幣
論

研
究
に

お

い

て

左

右
田

博
士
は

素
材

償
値
に

立

脚
す
る

通

説
の

貨
幣
理

論
を

論
評
し

､

償
値
の

客

観
的
表
彰
と

し
て

交
換
の

媒
介
手

段
た

る

貨
幣
概
念
を

樹
立

し

た

の

で

あ

る
｡

そ

の

眈
成
畢
説
の

論
評
過

程
に

お

い

て

福
田

博
士
の

貨
幣
概
念
も

通

説
の

一

つ

と

し
て

批
判
さ

れ

て

お

り
､

こ

れ

に

封
し

頑
田

博
士

は

す
で

に

｢

信
用

券
貨
幣
論
+

の

巻
末
に

附
せ

ら
れ

た

｢

経
済
現

象
と

経
済
生

活
+

(

明

治
三

十
八

年
､

頑

田

経
済

畢

全

集

第
四

巷
､

左

右

田

全

集

第
一

奄

収

録
)

の

う
ち

で

左

右
田

説

を

批
判
さ

れ

て

い

る
｡
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ま

た

｢

貨
幣
と

僧
侶
+

に

つ

い

て

は

明

治

四

十
二

年
九

月

競
の

国

民

経
済
難
諸
に

頑
田

博
士
の

批
判
が

螢
表
さ

れ

て

い

る

が
､

こ

れ

は

頑
田

全

集
の

う
ち
に

は

見
出
さ

れ

な
い

｡

し

か

し
､

こ

の

批
判

に

封
し
て

左

右
田

博
士

は

→

拙
著
『

貨
幣
と

債
値
』

に

封

す
る

頑

田

博
士
の

批
評
に

答

う
+

(

明

治

四

十
二

年

十
二

月

親
国
民

経
済
難
誌

､

左

右

田

全

集

第
二

巷

収
録
)

を

ド

イ

ツ

か

ら

遮
っ

て

い

ら

れ

る
｡

な

お

頑
田

博
士

の

左

右
田

貨
幣
論
に

封
す
る

批

判
は

｢

安
倍
慣
値
と

官
能
償

値
+

(

明

治
三

十

九

年
､

頑

田

全

集

第
四

巷

収

録
)

な

ど

が

あ

る
｡

以

上

を

両
田

･

左

右
田

の

第
一

論
争
と

す
れ

ば

第
二

論
争
と

も

い

う
ぺ

き

も
の

は

経
済
畢
の

認
識
論
に

関
す
る

も
の

で
､

左

右
田

博
士

の

著
と

し
て

は
ド

イ

ツ

文
の

｢

経
済
法

則
の

論
理

的

性
質
+

(

明

治
四

十
四

年
､

勝
本

鼎
一

語
)

､

辟
朝
後
の

｢

カ

ン

ト

認
識
論
と

純
理

経
済
学
+

(

大
正

四

年
)

｢

経

済
撃
認
識
論
の

若

干

問
題
+

(

大

正

四

年
)

｢

経
済
哲
学
の

問
題
+

(

大

正
五

年
)

(

以

上
い

ず
れ

も

左

右

田

全

集

第
三

巷

収

銀
)

な
ど

が

あ

る
｡

こ

れ

ら
の

労
作
は

経
済
畢
を

歴

史
科

撃
と

し
て

基

礎
づ

け
る

こ

と
､

ま
た

既
に

樹
立

し

た

貨
幣
概

念
を

も
っ

て

経
済
孝
認
識
の

ア

プ

リ

オ

リ

と

な

す
こ

七

に

あ

る
｡

頑
田

博
士
は

明

治
四

十
四

年
､

国
民

経
済
難
誌

第
十

一

巻
第
三

哉
に

｢

樫

済
法

則
の

論
理

的

性
質
+

の

紹
介
批
判
を

儀

表
さ

れ

て

い

る

が
､

こ

れ

旦
相
田

全

集
に

は

収
録
さ

れ

て

い

な
い

｡

左

右
田

淵

博
士

は

｢

稲
田

博
士

に

答
う
+

(

明

治

四

十
五

年
､

左

右

田

全

集

第
三

奄

収

録
)

を
や

は

り

ド

イ

ツ

か

ら

国
民

経
済
難
諸
に

寄

稿
さ

れ

て

い

る
｡

こ

の
一

文
の

終
り

に

｢

痛
田

博
士
が

余
の

過
去
に

於
け

る

二

三

種
の

述

作
に

封
し

て

日

本
に

お

け

る

殆
ん

ど

唯
一

の

批
評
者

で

あ

る

と
云

ふ

事
賓
に

封
し

て

深
く

感

謝
の

意
を

表
す
る
+

と

さ

れ

て

い

る

こ

と

は

興

味

深
い

｡

｢

カ

ン

ト

認
識
論
と

純
理

経
済
学
+

は

東
京

高
商
創
立

四

十

年

記
念
講
演
で

あ

り
､

大
正

四

年
十

一

月

競
の

国
民

経
済
難
誌
に

螢

表
さ

れ
､

日

本
の

畢
界
に

多
く
の

反
響
を

輿
え

た
｡

こ

の
一

文
は

経
済
畢
認
識
の

い

わ

ゆ

る
コ

ペ

ル

ニ

ク

ス

的
樽
同
を

意

圏

す
る

も

の

で
､

貴
在
論

､

或
は

心

理

主

義
の

立

場
に

あ

る

従
来
の

経
済
学

は

み

な

批
判
さ

れ

る

の

で

あ

る

が
､

そ

の

代

表
的
な

も
の

と

し
て

東
田

経
済
学
が

と

り

あ

げ

ら

れ

て

い

る
｡

従
っ

て

福

田

博
士

は

｢

左

右
田

畢
士

に

答
う
+

(

大

正

四

年

十
二

月
､

左

右

田

全

集
第
三

奄

収

録
)

な

る
一

文

を

次

競
の

国
民

経
済
雑
誌
に

蜃

表
さ

れ

て

い

る
｡

こ

の

一

文
ほ

批
判
と

い

う
よ

り

旦
渦
田

経

済

学

を

批

判

す
る

な

ら
､

新

著
を

封
象
と

し

て

欲
し
い

こ

と
､

し
か

し
､

い

ず
れ

に

し

て

も

左

右
田

｢

学
士

の

立

場
よ

り

見
れ

ば

予
が

説
は

現

時
通
行
の

諾
3

ど
】

○

粥
i

岩
-

宏

に

囚
は

る

る

こ

と

猶
ほ

畢
士
の

説
の

｢
｡

甲
T
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払

ヨ

宏
(

憤
り
に

造
語

す
)

に

於
け
る

が

如
く

な
る

可
き

は

勿
論
に

し
て

寧
士

と

予
と

幾
葛

藤
を

打
出
す
る

も

到
底
同

一

の

立

場
に

合

す
べ

き

見
込

あ

る

も
の

に

あ

ら
ざ

る

は

明

な

り
+

と

述
べ

ら
れ

て

い

る
｡

し

か

し
､

東
田

博
士
は

後
に
｢

カ

ン

ト

国
家

及

法

律
哲
畢
管
見
+

(

大
正

六

年

十
二

月

-
七

年
二

月
､

三

田

草

食
雑
誌

､

顧

田

全

集
第
四

奄

収
録
)

を
餞
表
さ

れ

た
｡

こ

れ

は

｢

未
完
稿
+

と

さ

れ

て

お

り
､

一

つ

の

試

論
で

あ

る

が
､

こ

の

論
文
で

､

ま

ず
カ

ン

ト

の

法
律
哲

学
に

含
ま

る

る

貨
幣
概
念
に

お

い

て
､

経

戯
的
概
念
よ

り

先

験
的

な

主

知
的

概
念
(

計
→

旨
t

e

-

-

e

村
t

仁
e

〓
e

申
の

笥
-

豊

が

導
か

れ

て

い

る

こ

と
は

左

右
田

博
士
の

コ

ペ

ル

ニ

ク

ス

的

轄
同
を

す
で

に

カ

ン

ト

自
身
が

経
済
的
認
識
に

お

い

て

行

え

る

も
の

で
､

左

右
田

の

濁
創
と

な

す
べ

き

も
の

で

な
い

と
い

う

批

判
が

含
ま

れ

て

い

る
｡

こ

れ

に

た

い

し
て

左

右
田

博
士

は

以

下
に

論
ず
る

｢

慣
値
哲
学
よ

り

観
た

る

生

存
権
+

(

大
正

七

年
十
二

月
､

左

右
田

全

集

第
三

奄

収

録
)

の

除
論
に

お

い

て

右
の

肩
田

博
士
の
一

文
は

｢

未
完
稿
な

る

が

故

に

措
い

て

間
は

ず
+

と

し
て

敢
て

問

題

と

し

て

い

な

い
｡

し

か

し
､

お

そ

ら

く

頑
田

博
士
が

カ

ン

ト

の

貨
幣
論
を

と

り

出
し

た

こ

と
は

左

右
田

博
士
の

意

表
に

出
で

た

も
の

で

あ
っ

た

か

も

知
れ

な

い
｡

と
い

う
の

Ⅵ

左

右

田

博
士
ほ

カ

ン

ト

の

認
識
論
の

原
理

を

腰

用

す
る

だ

け
で

､

一

度
も
カ

ン

ト

自
身
の

貨
幣
論
を

省
み

て

い

な

い

か

ら
で

あ
る

｡

カ

ン

ト

に

由
来
す
る

左

右

田

理

論
よ

り

す
れ

ば

カ

ン

ト

自
身
の

貨
幣
論
も
ま

た

批

判
さ

れ

ね

ば

な

ら

な
か

っ

た

で

あ

ろ

う
と

お

も
わ

れ

る
｡

以

上
の

貨
幣
論
な
い

し

経
済
畢

認
識
論
に

つ

い

て

の

肩
田
･

左

右
田

論
争
は

結
局
に

お

い

て

焦
鮎
が

合
っ

て

い

ず
､

し
た

が
っ

て

み

の

り

多
き

も

の

で

あ
っ

た

と

は

言
わ

れ

な
い

｡

私
か

ら

す
れ

ば

心

理

主

義
と

論
理

主

義
と

を

綜
合

す
る

高
次
の

立

場
が

必

要
で

あ

っ

た

の

で

あ

り
､

そ

れ

が

私
の

綜
合
梓
語
法
を

構
想
す
る

契

機
と

(

1
)

な
っ

た

の

で

あ

る
｡

生

存
権
に

関
す
る

稲
田

･

左

右

田

の

第
三

論

争
に

つ

い

て

も
こ

の

立

場
か

ら

考
察
し

た

い
｡

(

1
)

拙

著

｢

ヘ

ー

ゲ
ル

哲

撃
と

経
済
料

率
+

(

昭

和

六

年
序

文

参

照
)

ニ

生

存
権
の

政
令
政

策

-
頑
田

博
士
の

立
場

1

貨
幣
論
と

経
済
学
認
識
論
な
い

し

方

法
論
に

つ

い

て

の

頑
田

､

左

右
田

論
争
は

左

右
田

の

頑
田

経

済
学
批

判
に

聾

す

る

と

は

言

え
､

問
題
の

中
心

は

左

右
田

経
済
哲
学
で

あ

り
､

こ

の

新

畢
説

に

封
す
る

肩
田

博
士
の

反
批
判
に

あ
っ

た
｡

私
が

肩
田

､

左

右
田

の

一

⊥

第
三

論
季
と

い

う
の

は

頑
田

博
士
が

昔
時

､

唱
道
さ

れ

た

生

存
権

朗
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可 アーミJ

の

祀
合
政

策
に

閲
す
る

も
の

で

あ

り
､

生

存

権
思

想

は

ア

ン

ト

ン

･

メ

ン

ガ

ー

に

由
来
す
る

も

の

で

あ

る

と

し
て

も
､

こ

れ

は

頑

田

博
士
の

政

策
論
髄
系
で

は

中

核
を

な

す
も
の

で

あ
っ

た
｡

い

は

ば

稲
田

経
済
学
倍
系
の

一

つ

の

牙

城
を

な

す
も
の

で

あ

り
､

こ

れ

に

封
し

て

左

右

田

哲
撃
の

立

場
か

ら

批
判
を

受
け

る

こ

と

と

な

り
､

第
三

論
争
は

畢
界
稀
に

み

る

大

論
戦
と

な
っ

た
｡

こ

れ

は

ま

た

政

策
撃
方

法
論
の

根
本
問
題
に

ふ

れ

る

の

で

あ

る
｡

生

存
権
に

つ

い

て

稲
田

博
士
が

最
初
に

執
筆
さ

れ

た

の

は

大
正

二

年
の

頃
で

あ

り
､

｢

生

存

権

概
論
+

(

大
正
二

年
十

一

月

出

版
凍
経

済
学

研

究
並

に

経
済
大
群
書
に

収
録

､

雇
田

全

集

第

五

奄

下

収

銀
)

が

そ

の

最
初
と

思
わ

れ
､

大
正

二

年
四

月
の

講
演
に

な

る

｢

社
食
問

題
及

社

食
政

策
概
論
+

(

同

会

集
第
五

巷
下

収

録
)

に

も

生

存
権
論
が

現

わ

れ

て

い

る
｡

次
に

大
正
三

年
な
い

し

四

年
に

書
か

れ

た

｢

人

口

法

則
と

生

存
権

､

マ

ル

サ

ス

封
ア

ー

サ

ー

ヤ

ン

グ
+

(

大
正

四

年

三

月

出
版

､

改

定

経
済
草

研

究
並
に

頑

田

全

集
第
三

奄

収

録
)

､

次
に

大

正

四

年
九

月
に

脱

稿
さ

れ

て

い

る

長
篇
｢

穂
積
博
士

の

隠
居
論
を

讃
む
+

(

大
正

七

年
二

月

出
版
経
済
寧

考

遼
､

並
に

頑
.田

全

集
第
三

巷

収

ノ

銀
)

｡

以

上
が

左

右
田

博
士

の

批
判
以

前
の

も

の

で

あ

る

が
､

批

判
以

後
に

お

い

て

は

何
ら
か

の

形
で

ポ

レ
､

､
､

ッ

ク

な

行
文
と

な

る

の

で

あ

る
｡

大
正
五

年
京
都
大
学
に

お

け

る
マ

ル

サ

ス

記
念
講
演

を

ま
と

め

ら
れ

た

｢

マ

ル

サ

ス

人
口

論
出
版
昔
時
の

反

野
革
者

特

は

に

生

存
権
論
者
+

(

大
正

七

年
､

経
済
学

考

遼
､

並

に

頑
田

全

集
第
三

奄

収

録
)

に

も

僅
か

で

あ

る

が

左

右
田

批
判
の

影
響
が

現
わ

れ

て

い

る
｡

最
後
に

､

大
正

五

年
十

月
に

出
版
さ

れ

た

金

井
教
授
在
職
二

十
五

年
記
念
論
集
｢

最
近
社

食
政

策
+

に

寄
せ

ら
れ

た

｢

生

存
権

の

社
食
政

策
+

(

戚
田

全

集

第
五

零

下

収
録
)

で

あ

り
､

こ

れ

は

左

右

田

哲
学
に

封
し
て

著
し

く
ボ

レ
､

､
､

ッ

ク

な

文

章
と
な
っ

て

い

る
｡

こ

れ

ら
の

肩
田

博
士

の

生

存
権
論
に

封
し
て

批

判
的
に

書
か

れ

た

左

右
田

博
士
の

論
文
は

大
正

四

年
の

祀
曾
政

策
学
令
で

嶺
表
さ

れ

た

｢

経
済
政

策
の

蹄
趣
+

と

大
正

七

年
十
二

月

国
民

経
済
雑
誌

に

餞

表
さ

れ

た

｢

債
値
哲
学
よ

り

観
た

る

生

存
権
論
+

(

両

論

文
と

も

左

右

田

全

集

第
三

巷

収
録
)

で

あ

る
｡

な

お
､

福
田

博
士

は

そ

の

後
｢

解
放
の

社

食

政

策
+

(

大
正

八

年
六

月
､

全

集

第

六

名

上

収

銀
)

並

に

関
東
大
震

災
の

復
興
に

関
す
る

一

連
の

論
策

｢

復
興

経
済
の

原
理

及

若

干

問

題
+

(

大

正

十
三

年
六

月
､

全

集

第
六

名

下

収
鐘
)

ま

た

｢

厚
生

経
済
研
究
+

(

昭

和
五

年
三

月
)

な

ど

に

お

い

て

生

存

権

問
題
に

腐
れ

ら

れ

て

い

る
｡

ま

ず
稲
田

博
士

の

生

存
橡

論
の

概
要
を

述
べ

る

こ

と
に

す
る

｡

生

存
権
は

労
働
権

及
び

努
働
全

収
樺
と

と

も

に

ア

ン

ト

ン

･

メ

ン

〆
7

ル

ソ

F

･
レ

ヒ

テ

ガ

一

に

ょ
っ

て

人

類
敢
合
の

根
本

的
権
利
と

し

て

主

張
さ

れ

た

も
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の

で

あ

る
｡.

(

A
n
t

O
臼

筐
e

ロ
g
e

J

ロ
宏

押
e
O

ど

臣
f

計
口

勺
○
】

-

e

β

わ

旨
e

-

t
∽

e

ユ
→

P
叫

-

n

g
e

筈

E
O

巳
-

ど

ど
ロ

ロ
P

詔
t

e
-

-

百
日
g

L
∞

∞

ひ
)

メ

ン

ガ

ー

に

よ

れ

ば

現

今
の

私
法
制
度
は

財
産
権
を

中
心

と

す
る

も
の

で
､

人

間
の

欲
望
と

そ

の

充
足

､

労
働
と

そ

の

生

産
物
と
の

関
係

､

つ

ま

り
生

存
権

､

努
働
全

収
樟
な

ど
に

つ

い

て

何
ら

確
保
す
る

と

こ

ろ

が

な
い

｡

従
っ

て

マ

ル

サ

ス

人
口

論
の

辟
結
す
る

よ

う
に

､

既
に

占
有
さ

れ

て

い

る

世

界
に

生
れ

き

た

人
に

封
し

て

必

ず
し

も

｢

彼
が

た

め

に

座
席
は

設
け

ら
れ

て

ゐ

な
い
+

の

で

あ

る
｡

し
か

し
､

近

時
の

社
曾
政

策
は

救
貧
制
度

､

孤
兄
保
育

､

老
廃

救
護

､

.

ま

た

社

食
保

険
､

養
老

年
金

な
ど

の

諸

施
設
と

し
て

覆
現

し
､

こ

れ

と

と

も
に

生

存
権
の

理

論
､

一

般
に

社
食
樺
の

思

想
が

お

こ

っ

て

き

た

の

で

あ

る
｡

シ

ド

ニ

ー
･

ウ
エ

ア

ブ

の

｢

国
民

最
低
限
の

説
+

も

ま
た

根
抵
に

お

い

て

そ

の

節
を

一

に

す
る

も
の

で

あ

る
｡

す
な
わ

ち

｢

労
働
に

其
の

産

物
を

十

分
に

且

つ

正

嘗
に

認
む
べ

し

と
の

主

張
は

､

勢
働
全

収
樺
の

理

論
を

生

じ
､

欲

望
に

十

分
且

合

理

的
た

る

充
足
を

確
保

す
可

し

と
の

要
求
は

､

生

存
権
の

理

論
を

起
せ

り
｡

而
し
て

其
の

過

渡
的
産
物
と

し
て

､

先
づ

国
民
の

各
員

に

労
働
す
る

こ

と

を

得
せ

し

め

よ

と

の

要
求
は

努
働
樺
の

理

論
を

生

じ
た

る

も

の

な

り
｡

+

(

稲
田

全

集

第
五

条
二

一

〇
二

五

頁
)

封
建
時
代
に

は

君

侯
は

そ

の

臣

下
の

身
命
と

忠
節
と

を

捨
保
と

し
て

そ

の

生

存
を

保
障
し

､

ま

た

都
市
ギ

ル

ド

制
の

下
で

は

そ

の

部
員
に

営
業
の

保

障
を

輿
え

た

が
､

近
世

国
家
の

営
業
自
由
の

原

則
は

こ

の

保
障
を

覆
し

､

各
人

は

生

存
の

危
険
を

一

身
に

培
う
こ

と

と

な
っ

た

の

で

あ

る
｡

保

障
さ

れ

る

も
の

は

財
産
と
こ

れ

に

支

え

ら
れ

る

身
髄
の

み

で

あ

る
｡

こ

の

よ

う
な

社
食
制
度
に

抗
す
る

生

存
権
の

理

論
的
根

接
は

経
済
的
に

は

財
産
よ

り

の

報
酬
を

も
っ

て

分
配
の

根
本

原
則
と

せ

ず
､

欲
望
の

充

足
を

も
っ

て

分
配
の

根

本
原
則
と

せ

ん

と

す
る

に

あ

る
｡

か

く

し
て

､

｢

近
世

社

合

政

策

の

根
本

要
求
に

理

論

的
基
礎
を

典
え
る

も
の

は
､

賓
に

生

存
権
理

論
の

建
設

是
な

り
｡

先
づ

国
家
の

棍
本

樺
と

し

て

国
民
の

生

存
権

を

認
め

よ
､

而
し
て

財
産
を

中
心

と

す
る

私
法
は

之
に

封
し
て

は

助

法
た

る

可
し

｡

+

(

右

同
､

二

〇
三

二

頁
)

こ

れ

が

稲
田

博
士
の

生

存
権
の

主

張
で

あ

り
､

ま
た

こ

の

理

論
を

も
っ

て
､

従
来
何
ら
の

哲
畢
を

も

有
し

な
い

社
食
政

策
の

哲
撃
た

ら

し

め

よ

う

と

す
る

の

で

あ

る
｡

し

か

し
､

生

存
権
は

マ

ル

サ

ス

人
口

法

則
と

矛

盾
す
る

で

は

な

い

か

と
い

う

重

要
な

問
題
が

あ

る
｡

こ

れ

が

｢

人
口

法
則
と
生

存

権
+

や

｢

マ

ル

サ

ス

人
口

論
出
版

嘗
時
の

反

封
論
者
特
に

生

存
権

論
者
+

の

研
究

と

な
っ

て

現
わ

れ

て

い

る
｡

マ

ル

サ

ス

の

批
判
の

n

J

封
象
と

な
っ

た

ゴ

ッ

ド

ウ

イ

ン

や

ア

ー

サ

ー
･

ヤ

ン

グ

な
ど

は

稿

朗
い

γ

炭

軒
､

■̀
た
卜
汀

ヒ

b
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ァ
こ

ごL･ て

一
二

田

博
士
に

よ
っ

て

生

存
権
論
者
と

し
て

一

括
さ

れ
､

こ

れ

ら

に

対

す
る

マ

ル

サ

ス

の

批

判
を

中

心

と

し
て

問

題
が

展

開
さ

れ

て

い

る
｡

こ

の

論
争
が

｢

草
間
の

上
に

於
て

最
も

重

大
の

償
値
あ

る

は

自
然
法

則
た

る

人
口

法
則
と

文
化

債
値
の

上
に

築
か

る

可
き

社
食

政

策
の

要
求
と
の

根
本
的
矛

盾
を

指
摘

し

た

る
一

事

是

な

り
+

(

繭

田

全

集

第
三

竜
一

二

七

七

頁
)

と

さ

れ

る
｡

す
で

に

こ

こ

に

文

化

債
値
な

る

言

葉
が

現
わ

れ

て

い

る

が
､

こ

れ

は

明
か

に

左

右
田

博
士
の

批
判
の

影
響
と

み

ら
る

ぺ

き

も

の

で

あ

る
｡

人
口

法

則
と

社
食
政

策
の

要
請
と

の

根
本

的
矛

盾
が

い

か

に

調

和
せ

し

め

ら

る

る

か

に

つ

い

て

は
マ

ル

サ

ス

封
ア

ー

サ

ー

･

ヤ

ン

グ

の

論
争
に

つ

い

て

の

肩
田

博
士
の

解

繹
に

み

ら
れ

る
｡

ヤ

ン

グ

は

博
士
の

解
渾
に

よ

れ

ば

人

口

増
殖
に

つ

い

て

は
､

マ

ル

サ

ス

の

よ

う
な

厳
密
な

自
然
法
則
を

樹
立

す
る

も
の

で

は

な
い

が
､

そ

の

方

向
に

お

い

て

辟
を
一

に

す
る

の

で

あ

る
｡

人

口

が

増
加

す
る

の

は

こ

れ

を

雇
用

す
る

需
要
が

あ

る

た

め

で
､

扶

養
力

大
な

れ

ば

そ

れ

だ

け

人
口

は

檜
加

す
る

｡

し
か

し
､

需
要
が

減
少

し

て

も

直

ち

に

人
口

が

減
少
し

な
い

と
こ

ろ
に

往
々

に

し

て

貧
窮
を

生

ず
る

と

な

す
鮎
に

お

い

て
マ

ル

サ

ス

と

同
じ

ょ

う
な

認

識
に

立
っ

て

い

る
｡

ま
た

フ

ラ

ン

ス

の

土

地

が

小

所
有
に

分
割
さ

れ

て

い

る

こ

と

は
.
フ

ラ

ン

ス

人
口

の

過
大
を

き

た

し
て

い

る

原
因
だ

と

す
る

｡

ヤ

ン

グ

は
こ

の

よ

う

な

認
識
に

立
っ

て

農
家
に

一

定
の

土

地
を
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給
興
し

､

給
養
権

ユ
g

F
t

t

O

S
一

名
七
〇

ユ

を

興
う
べ

し

と
い

う
の

で

あ
る

｡

し

か

し
､

マ

ル

サ

ス

は

こ

の

よ

う
な

権
利
を

認
め

る

こ

と

は

人
口

法
則
に

反

す
る

と

駁

す
る

｡

こ

の

論
鮎
に

つ

い

て

の

頑

田

博
士
の

解
繹
は

一

つ

は

ヤ

ン

グ

は

人
口

増
殖
を

マ

ル

サ

ス

の

よ

う

な

冷
酷
な

自
然
法
則
と

し

て

認
め

た

の

で

な

く
､

人

為
の

政

策

の

介
入

す
る

｢

飴
地
+

を

残
し

て

い

る

と

す
る

こ

と
で

あ

り
､

｢

生

存
権
が

一

の

社
食
樺
と

し
て

一

の

文

化

償
値
要
求
と

し
て

認
承
せ

ら

る

る

は
､

此
の

徐
地
の

存
在
を

前
提
す
る

こ

と

勿
論
な
り
+

(

東

田

全

集

第
三

竜
一

二

九
二

頁
)

と

い

う
に

あ

る
｡

い

ま
一

つ

の

解

繹

は
マ

ル

サ

ス

の

い

う

自
然
陶
汰
の

行
わ

る

る

こ

と

は

否
定

す
べ

く

も

な

く
､

｢

社
食
に

生

ま

る

る

限
り

の

者
を

悉
く

生

存
に

維

持
す

る

こ

と
は

･

･
…

･

如
何
な

る

政

策
を

以
て

す
る

も

到

底
為
し

能
ふ

所

に

あ

ら
ざ

る

や

勿
論
な

り
｡

+

し

か

し

｢

社
食
は

自

然
淘

汰
に

封

し

て

横
合
均

等
の

主

義
を

取
ら

ざ

る
ぺ

か

ら

ず
+

(

稲
田

全

集

第
三

巷
一

二
一

五

頁
)

と
｡

こ

の

意

味
は

財
産
な

き

も
の

に

も

生

存
の

最

低
限
を

確
保

し
七

生

存
競
争
に

お

け
る
ハ

ン

デ
ィ

キ

ャ

ブ

プ

を

排

除
す
る

こ

と

に

あ

る

と

解
せ

ら
れ

る
‥

か

く
し

て

自
然
陶
汰
は

行

わ

れ

る

が
､

生

存
の

保
障
な

き

も
の

の

蒙
る

不

利
な

立

場
を

排
除

す
る

政

令
政

策
は

可

能
で

あ

る

と

主

張
さ

れ

て

い

る

の

で

ぁ

る
｡
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こ

の

生

存
権
の

確
立

に

つ

い

て

の

扁
田

博
士
の

論
操
は

必

ず
し

も

明

確
と
は

い

い

え

な
い

の

で

あ

り
､

少
し

以

前
の

｢

穂
積

博
士
の

隠
居
論
を

讃
む
+

の

末
尾
に

お

い

て

は

｢

生

存
権
と

人

口

淘
汰
の

原
則
と
は

理

論
上

に

於
て

は

未
だ

両

立
し

得

ず
｡

+

こ

の

｢

パ

ラ

ド

ッ

ク

ス

は
､

今
日

に

於
て

予

も

亦
之
を

打
破

す
可

き

論
墟
を

見

出
す
能
は

ず
+

(

肩

田

全

集

第
三

零

四
六

五

頁
)

と

さ

れ

て

い

る
｡

三

経
済
政

策
と

文

化

慣
値

-
左

右
田

博
士
の

立

場

1

左

右
田

博
士
が

大
正

四

年
十

月
､

祀
合
政

策
拳
骨
第
九

同

大

含

で

講
演
せ

ら

れ

た

｢

経
済
政

策
の

蹄
趣
+

は

必

ず
し

も

直

接
的
に

頑
田

博
士
の

生

存
権
論
を

批
判
し

た

も
の

で

は

な
い

｡

簡
単
に

論

鮎
を

摘
出
す
れ

ば

経
済
政

策
(

こ

れ

は

社

食
政

策

と
い

っ

て

も

よ

い

)

は

内

容
な

き

経
済
的
文

化

慣
備
に

よ
っ

て

基
礎
づ

け

ら

れ

る

も
の

で

あ
っ

て
､

生

存
権
と

い

う

よ

う

な

具

髄
的
内

容
を

も
つ

概

念
に

ょ
っ

て

基
礎
づ

け

ら

れ

る

も
の

で

な
い

と

い

う
に

あ

る
｡

以

下
に

博
士
の

論
理

を

あ

と
づ

け

て

み

る
｡

経
済
生

活
と

い

う
の

は

人

類
の

文

化
生

活
の

一

面

的
解
繹

で

あ

り
､

文

化
生

活
に

は

債

値
の

問
題
が

結
び

つ

き
､

従
っ

て

目

的
論

的
に

考
察
さ

れ

る

こ

と

と

な

る
｡

草
間
的

考
察
に

は

二

つ

の

方

法

が

あ

り
､

｢

自

然
必

然
的

普
遍
化

概
念
構

成
+

に

従

う

か
､

或

は

｢

目

的
論

的
意
匠
的
単

一

化

概
念
構
成
+

に

従
う
か

に

よ

っ

て

自

然
科
挙
の

封
象
と

な
る

か
､

歴

史
科
寧
の

封

象
と

な

る

か

で

あ

る
｡

文

化
生

活
は

後
者
の

方

法
で

把
握
さ

れ

る

も
の

で

あ

り
､

本

束
､

歴

史

科

畢
の

封

象
で

あ

り
､

従
っ

て

ま
た

経
済
生

活
も

歴

史

生

活
と

し
て

認
識
さ

れ

る
｡

こ

の

歴

史

生

活

の

認

識

は

歴

史

的

り
0
-

】

e

n

と

し
て

の
一

般
的

文
化

慣
値
に

か

か

わ
っ

て

可

能

と

な

る

の

で

あ
る

｡

経
済
生

活
を

可

能
な

ら

し

め
る

も
の

は

経
済
的
文

化

慣
値
で

あ

る

が
､

こ

れ

は
一

般
的
文

化

債
値
の

一

面
と
し

て

｢

経
済
的
+

な

る

内

容
を

も
つ

以

外
に

は

無

内

容
で

あ

り

先

天

的
形

式
と

し
て

の

∽

○

ご
e

n

で

あ

る
｡

こ

の

ア

プ

リ

オ

リ

と

し
て

の

債

値

形

式

に

よ

る

僧
侶
判
断
に

よ
っ

て

単
な
る

事
賓
が

経
済
的
文

化

債

値
を

具

現

す
る

も

の

と

な

り
､

ま
た

政

策
的

努
力

の

封
象
と

な

る
｡

こ

の

過

程
は

二

段
階
に

分
た

れ

る

の

で

あ
っ

て
､

対
象
が

慣
備
に

出
お
N

訂
･

訂
n

さ

れ

る

と

き
､

す
な

わ

ち

債
値
関
係
的
に

認

識
さ

れ

る

と

き
､

そ
の

封
象
の

意
義

､

重

要
催
が

決
定
さ

れ

る
｡

ま
た

そ

の

封

象
が

債
億
判
断

w
e

ユ
戸
口

的

さ

れ

る

と

き
､

政

策
の

封
象
と

な
る

の

で

あ

る
｡

｢

即
ち

社
合
政
策
の

根
基
は

此
の

如
き

先

天

的

形

式

-

h

レ

に

係
は

つ

て

始
め

て

可

能
と

な

る

も
の

で

あ
る

｡

+

｢

歴
史
生

活
は

誕

'

1

､

.

■訂
㌔
∵

㍗

十

転
㌢
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要
す
る

に

こ

の

『

一

般
的
文

化

償
値
』

を

箕
現
せ

ん

と

す
る

過
程

の
一

切
で

あ

り
､

社
食
政

策
は

斯
の

如
き

『

文

化

慣
値
』

の

内

容

的
賓
現
に

封
す
る

意

識
的

故
意
的
努
力
で

あ

る

と

言
ふ

て

宜
し
い

と

思
ふ

｡

さ

う

し
て

此
の

意

味
に

於
て

歴

史
生

活
及
び

社

食
政

策

の

掃
趣
と

し

て

の

究

極

鮎
は

即
ち

『

一

般
的
文

化
債

値
』

な

る

先

天

的
規
範
の

内

容
的
賓
現

そ

れ

白
身
で

あ

る

と

言
ふ

べ

き

で

あ

る
｡

+

(

左

右
田

全

集

第
三

撃
二

四

三

-
三

四

四

貞
)

し

か

る

に

｢

近

来
最
も

進
歩
し

た

る

社
食
政

策
の

論
者
が

説
く

所
の

所
謂
生

存
権
と
云

ふ

も

の

を

以
つ

て

-
我

国
に

於
て

は

近

時
頑
田

博
士
が

盛
ん

に

唱
道
せ

ら
れ

て

居
り

ま

す
る

が

-
社
台

政

策
の

ぎ
】

-

e

ロ

と
し

て

の

内

容
を

説

く

も
の

と

解
揮
し

得
る

と

す
れ

ば
､

明
か

に

此
の

先

天
的
傑
件
に

内

容
的
制
約
を

許
さ

ん

と

す
る

も
の

で

あ
つ

て

私
は

反

封
せ

ざ

る

を

得
な
い

｡

生

存
権
の

根

基
は

総
て

の

人
に

其
の

生

存
の

樺
を

興
へ

ん

と

す
る

も

の

で

あ
つ

て
､

…
…

唯
生

存
し
て

居
る

と

云

ふ

事
賓
の

み

に

依
つ

て
､

其
の

者
に

生

存
権
を

興
へ

ん

と

す
る

も
の

で

あ

る
｡

併
な

が

ら

私
か

に

考
へ

る

の

に

単
純
に

人
が

此

の

世

に

生
れ

た

り

と

云

ふ

自
然
経
過

に

依
つ

て
一

の

樺
利
を

も

取
得
し

得
る

も

る

で

は

な
い

と

思
ふ

の

で

あ

る
｡

即
ち

S

e
小

口

か

ら

弓
e

ユ

を

導
き

得
ぺ

し

と
の

論
理

上

の

連

銀
ほ

あ
り

得
な
い

と

私

は

思
ふ

の

で

あ

る
｡

故
に

生

存
権
を

立

讃
せ

ん

と

す
れ

ば

-
是
は

両
田

博
士

も

伸
し
や

つ

て

居
る

こ

胡
r

∂

と

で

あ

る

け

れ

ど

も

し
此
の

如
き

社
食
樺
を

輿
へ

る

こ

と
､

其

の

事
が

社
食
の

生

存
に

取
つ

て

必

要
で

あ

る

と

云

ふ

こ

と
+

以

外

に

｢

理

由
は

な
い

｡

+

｢

さ

う

す
れ

ば
一

歩
進
め

て

考
へ

れ

ば
､

若

し

此
の

如
き

社
食
樺
を

輿
へ

な
い

方

が

却
つ

て

社
食
に

取
つ

て

必

要
で

あ

る

と

云

ふ

反

封
の

理

由
が

出
て

来
れ

ば

生

存
権
を

認
む

る

の

根
接
も

亦

其
の

時
は

直
ち
に

滑
滅
し

て

し

ま

は

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

｡

さ

う

す
る

と

云

ふ

と

政

令
政

策
の

S
｡

亡
e

ロ

と
云

ふ

も
の

は
､

此
の

場
合
に

は

箕
は

生

存
権
其
の

も
の

で

は

な

く
し
て

､

社

食
生

存
の

必

要
と

云

ふ

こ

と

に

訂
g
→
山

岳
ど
F

に

移
つ

て

行
く
の

で

あ

る
｡

さ

う

す
れ

ば

更
に

進
ん

で

我
々

は

又

何
に

封
し

て

社

食

生

存
の

必

要
が

あ

る

か

と

云

ふ

問
ひ

を

起
す
こ

と

を

禁
ず
る

を

得

な
い

｡

さ

う
云

ふ

風
に

段
々

と

推
し

詰
め

て

考
へ

て

見
れ

ば

結
局

後
天

的
経
験
的
の

内

容
制
約
を

許
さ

ざ

る

先

天

的
形
式
規
範
と

し

て

の

一

般
的
文

化

横
倍
と

云

ふ

も
の

が

存
在
し

な

け
れ

ば

な
ら

ぬ

と

思

ふ

の

で

あ

る
｡

+

｢

此
の

『

社

食
政

策
』

と

い

ふ

文

字
の

意
味

も

段
々

問
び

詰
め
て

行
く
と

､

結
局

其
の

節
趣
が

S

｡
-

-

e

n

と

し

て

考
へ

ら
る

る

場
合

に

は

絶
て

先

天

的
形
式
と

し

て

何

等
内
容
的

制
約
を

許
さ

な
い

場
合
に

於
て

の

み

意

義
が

あ

る

と

私
は

思
ふ

の

で

あ

り

ま

す
｡

+

｢

さ

う
云

ふ

風
に

論
ず
る

と

云

ふ

と

如
何
な

る

内
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容
も

普
遍
妥

嘗
た

り

得
な
い

か

ら
､

畢
責
償
値
は

何
等
の

内

容
的

制
約
を

許
さ

な
い

所
の

形
式
と

し
て

の

み

存
在
し

得
べ

し

と
云

ふ

結
論
に

な

る

の

で

あ

る
｡

+

(

左

右
田

全

集

第
三

巻

三

四

四

頁

-
三

四

七

頁
)

や

や

長
き

に

わ

た
っ

て

｢

経
済
政

策
の

辟
趣
+

か

ら

引

用
し
た

の

は

左

右
田

博
士
の

主

張
が

デ
リ

ケ

ー

ト

で

あ

る

か

ら
､

そ

の

眞

意
を

誤
り

停
え

な
い

た

め
で

あ
る

｡

し

か

し
､

左

右
田

博
士
の

主

張
が

何
で

あ

る

か

の

理

解
は

決
し
て

容
易
で

は

な
い

｡

わ

れ

わ
れ

の

生

活
は

何
か

よ

り

よ

き

も
の

を

求
め

て

い

る

生

活
で

あ

り
､

そ

の

よ

ぅ
よ

き

も
の

の

極

限
に

最
高
至

善
の

一

般
的
文

化

償

侶
が

あ

り
､

こ

れ

は

最
善
と
い

う
よ

り

外
に

内
容
の

な
い

形
式

的
償
値
で

あ

る

こ

と

を

わ

れ

わ

れ

も
一

腰
認
め
る

こ

と

が

で

き

る
｡

わ

れ

わ

れ

の

生

活
や

政

策
は

こ

の

形
式
償
値
の

内

容
を

賓
現
し

､

文

化

慣

値
を

塘
う

何
ら

か

の

文

化

財
や

社
食
制
度
を

箕
現

し
っ

つ

あ

る

わ

け
で

あ
る

｡

従
っ

て

生

存
権
に

つ

い

て

も

左

右
田

博
士
の

い

う

よ

う
に

単
に

生

存
の

事
箕
の

み

に

よ
っ

て

輿
え

ら

れ

る

の

で

な

く
､

文

化

慣
値
に

照
ら

し

て

生

存
権
が

要
請
さ

れ

ね

ば

な

ら

な
い

こ

と

も
ー

應
理

解
さ

れ

る
｡

文
化

慣
値
に

照
ら
し

て

生

存
の

事
資
に

生

存
権
を

輿
え
る

と

い

う
こ

と

は

生

存

権
が

｢

社

食
に

取
つ

て

必

要
L

で

あ

り
､

僧
侶
が

あ

る

と
い

う
こ

と
に

外

な

ら

ず
､

こ

れ

は

福
田

博
士
に

お

い

て

も

立

鼓
さ

れ

て

い

る

こ

と

は

左

右

田

博
士
も

認
め

る

と
こ

ろ

で
､

こ

の

限
り
で

は

論
争
に

は

な

り

え

な
い

｡

例

え

ば
ヒ

ュ

ー

マ

ニ

ズ

ム

の

立

場
か

ら

生

存
権
が

主
張
さ

れ

る

と

す

れ

ば
､

そ

れ

は

左

右
田

的
に

は
一

般
的
文

化

慣
僅
か

ら

意
義
づ

け

ら

れ

て

い

る

と

解
繹
で

き

る

の

で

あ

る
｡

頑
田

博
士

も

生

存
の

事

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

賓
に

封
し

て

人

は

そ

の

欲

望
を

充
足
せ

し
め

ら

れ

ね

ば

な

ら

な
い

或
は

人

間
と

し

て

債
す
る

存
在

岩
e

n
∽

○

ビ

b
ロ

弓

守
巴
g
e

∽

D

監
e
i

ロ

と
い

う

S
O

ロ
e

ロ

に

よ
っ

て

意

義
付
を

行
い

､

生

存
権
を

認
む
べ

き

だ

と

す
る

の

で

あ

る

か

ら
､

こ

の

鮎
で

は

論
争
は
お

こ

り

え

な

い

と

お

も

わ

れ

る
｡

も

ち

ろ
ん

､

頑
田

博
士
に

あ
っ

て

は

生

存
と

い

う
事
算

哲
-

白

か

ら

S
O

〓
e

ロ

ま

た

は

慣
値
は

導
か

れ

ず
､

事

茸
へ

の

債
値
づ

け

は

文

化

慣
値
の

側
か

ら

行
わ

れ

る

と
い

う
左

右

田

哲
革
ま

た

は

カ

ン

ト

哲
撃
の

二

元

論
が

認
識
論
的
に

自

覚
さ

れ

て

い

な

か

っ

た
こ

と

は

い

う

ま
で

も

な
い

｡

次
に

左

右
田

博
士

は

さ

ら
に

複
雑
な

問
題
を

提
起
さ

れ

る
■｡

そ

れ

は

既
に

引

用
し

た

ご

と

く

｢

若
し

此
の

如
き

政
令
樺
を

興
へ

な

い

方
が

却
つ

て

社
食
に

と
つ

て

必

要
で

あ

る

と

云

ふ

反
封
の

理

由

が

出
て

爽
れ

ば
､

生

存
権
を

認
む
る

の

根
接
も

亦
其
の

時
は

直

ち

に

滑

滅
し
て

し

ま

は

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
｡

･

…
+

と

い

わ

れ

▲7

る
｡

こ

れ

は

す
で

に

頑
田

博
士
の

原
説
に

あ
っ

た

よ

う
に

有
力

な

ぶ

k
ノ

転
F F-.

L
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マ

ル

サ

ス

の

理

論
が

あ

り
､

生

存
権
を

輿
え
る

こ

と
は

人

類
の

進

ヽ

ヽ

歩
を

阻

害
す
る

か

ら
そ

れ

は

必

要
で

な
い

と
い

う

論
接
が

あ

る
｡

だ

か

ら
マ

ル

サ

ス

と

生

存
権
論
者
と

の

激
し
い

論
争
が

あ
っ

た

の

で

あ

り
､

今
日
で

も
あ

り

う
る

で

あ

ろ

う
｡

そ

れ

で

は

い

ず
れ

が

一

般

的
文

化

償
値
に

照
ら
し

て

正

し
い

の

か
｡

こ

の

疑
問
に

左

右
田

博
士
は

答
え

な
い

で
､

何
で

必

要
だ

と
い

う
質
問
を
つ

き

つ

め
て

ゆ

く
と

｢

結
局

後
天
的
経
験
的
の

内

容
制

約
を

許
さ

ざ

る

先
天
的
形
式
規
範
と

し
て

の

一

般
的
文

化

慣
値
と

云

ふ

も
の

が

存
在
し

な

け
れ

ば

な
ら
ぬ

と

思
ふ

の

で

あ
る
+

と

さ

れ

る
｡

生

存
権
論
者
は

人
は

人

間
と

し
て

債
す
る

存
在
た

る

た

め

に

生

存
権
を

確
立

せ

ね

ば

な

ら
ぬ

｡

そ

う
す
る

こ

と
が

人

類
の

た

め

に

着
で

あ
る

と

主
張
す
る

で

あ

ろ

う
｡

マ

ル

サ

ス

は

人

類
の

進

歩
哉
展
の

た

め
に

は

生

存
権
を

輿
う
べ

き
で

は

な
い

､

そ

う
す
る

こ

と

が

人

類
の

た

め
に

着
で

あ
る

と
い

う
で

あ

ろ

う
｡

｢

人

類
の

た

め

に

善
で

あ

る
+

と
い

う
判
断
は

無
内
容
で

あ

り
､

一

般
的
慣

値
判
断
で

あ

り
､

博
士
の

い

う
一

般
的
文

化

債

億
に

他

な

ら

な

い
｡

封
立

せ

る

二

つ

の

主

張
が

終
局

的
に

は
い

ず
れ

も

善
と
か

眞

と
か

い

う
一

般
的
慣

値
判
断
に

到
達
す
る

と

す
れ

ば
､

一

般
的
文

化

償
侶
は

い

ず
れ

が

正

し
い

と

も

判
定
を

下

す
こ

と

が

で

き

な
い

の

で

あ
る

｡

こ

の

不

可
思

嵐
な

左

右
田

博
士
の

推
論
に

は

破
か

に

マ

γ

ク

娼∂

ス

･

ウ
ェ

ー

バ

ー

の

｢

慣
値
よ

り

の

解

放
+

の

問
題
が

潜
在
し
て

い

る

と

お

も

わ

れ

る
｡

左

右
田

博
士
は

こ

こ

に

ウ
ェ

ー

バ

ー

を

少

し
も

引

用
し
て

い

な
い

が
､

社

食
科

学
に

お

け

る

債
値
判

断
は

主

観
的
で

あ

り
､

従
っ

て

科
挙
的
客
観
性
を

も

ち
え

な
い

と
い

う

ウ

ェ

ー
バ

ー

の

主

張
が

左

右
田

博
士
に

泌
み

て

い

な
い

筈
は

な
い

｡

ウ
ェ

ー
バ

ー

の

論
敵
で

あ
る

シ

ュ

モ

ラ

ー

は
こ

れ

に

答
え

て

債
値

判
断
は

つ

ね

に

主

観

的
で

あ

る

の

で

は

な

く
､

民

族

全

健
或

は

人

類
全

慣
に

普
遍
的
な

償
僅
判

断
も

あ
る

と
し

た
｡

た

と

え

ば

｢

公

共

両
社
+

と

い

う
が

ご

と

き

も
の

で

あ

る
｡

従
っ

て

私

も

ウ
ェ

ー

バ

ー

の

批
判
を

発
か

れ

う
る

も
の

心

内

容

制

約

を

許

さ

な

い

償

借
､

｢

公
共

頑
祉
+

と
か

さ

ら

に

抽
象
的
に

は
｢

最
善
+

と

か

い

う

債
億
形
式
で

あ

る

と

す
る

｡

こ

れ

が

普
遍
妥

嘗
牲
を

も
つ

こ

と

は

嘗
然
で

あ

り
､

左

右
田

博
士
の

一

般
的

文
化

債
値
も

ま

た

然
り

で

(

1
)

あ
る

｡

内

容
を

も
つ

慣
侮
日

棟
に

は

何
ら
か

の

封
立

せ

る

論
争
を

生

ず
る

｡

し
た

が

っ

て

科
学
的
に

は

普
遍
安

富
の

客

観
性
を

も

ち

え

な
い

｡

こ

の

故
に

ウ
ェ

ー

バ

ー

は

社

食
科

学
は

慣
値
判

断
を

交

え

な
い

事
案
認
識
に

終
始
す
べ

き
こ

と

を

論
定
し

た

の

で

あ

る
｡

も

ち

ろ
ん

こ

れ

は

科
学
的
認
識
に

つ

い

て

で

あ

っ

て
､

現

賓
世

界

に

お

い

て

は

具

髄
的
慣
値
目

標
が

現

賓
政

策
に

よ

っ

て

賓
現

さ

れ



( 2 5 ) ｢ 生 存権 の 社 食政策+ 論争

て

ゆ

く
｡

そ

れ

は

｢

神
々

の

闘
争
+

に

他

な
ら

ぬ

と

ウ
ェ

ー

バ

ー

は

い

う
の

で

あ

る
｡

こ

の

ウ
ェ

ー

バ

ー

の

立

場
を

積
極
的
に

開
拓

す
る

も
の

が
､

内
容
制
約

を

許
さ

な
い

一

般
的
文

化
慣
値
ま

た

は

経
済
的
文

化

債
値
を

経

済
政

策
的
認
識
の

規
準
と

す
る

こ

と
で

あ

り
､

左

右
田

博
士
の

｢

経
済
政

策
の

辟
趣
+

に

外

な

ら

な
い

｡

左

右
田

博
士
の

生

存
権
論
批
判
を

以

上

の

よ

う
な

私
の

解

澤
に

ょ

っ

て

軌
道
に

乗
せ

る

な

ら

ば
生

存
樺
と

い

う
よ

う
な

具

餞
的
内

容
を

も
つ

政

策
目

標
は

学
問
的
に

は

普
遍
安

富

性
を

も

ち

え

ず
､

従
っ

て

科

挙
的

認
識
た

り

え

な
い

と

い

う
こ

と
に

な

る
｡

経
済
政

策
は

た

だ

経
済

的
文

化

債
値
と
い

う
無
内

容
な

債
値
規
準
に

よ

っ

て

の

み

科
学
的
に

可
能
だ

と
い

う
こ

と

に

他

な

ら

な

い

で

あ

ろ

う
｡

し

か

し
､

こ

の
一

般
的

慣
僧
形
式

が

封
立

す
る

論
争
の

い

ず

れ

が

正

し

き
か

を

決
定

す
る

に

無
力
で

あ

る

こ

と

は

す
で

に

述
べ

た

と
こ

ろ
で

あ
る

｡

左

右
田

説

を

若
干

批
判
的
に

解
説
し

た

が
､

要
す
る

に

左

右
田

博
士
の

生

存
権
論
批
判
は

第
一

､

生

存

権
の

救
援
と

な
る

も
の

は

生

存
の

事
茸
で

な

く
､

別

個
の

債
億
規
準
で

あ

る

こ

と
､

第
二

に

無
内

容
な
る

経
済
的
文

化

償
値
に

よ
っ

て

経
済
政

策
(

畢
)

は

可

能
で

あ

り
､

従
っ

て

生

存
権
と
い

う

よ

う
な

具
倍
的
目

標
を

も
っ

て

し
て

は

政

策
畢
は

可

能
で

な
い

と
い

う
二

鮎
に

節
す
る

と
い

う

ウ

こ

と

が

で

き

る
｡

(

1
)

拙

編
､

経
済
政

策

論
､

昭

和
三

十

四

年

四

〇

頁
｡

四

生

存
権
と

文
化

慣
値

頑
田

博
士
の

｢

生

存
樺
の

社
食
政

策
+

の
一

文
は

左

右
田

博
士

の

｢

経
済
政

策
の

踪
趣
+

の

後
に

螢

表

さ

れ

た

も

の

で

あ

り
､

左

右
田

説
の

影

響
と

そ

れ
へ

の

反
批
判
と

が

随

所
に

現

わ

れ

て

い

る
｡

こ

こ

で

旦
稲

田

博
士

は

従
爽

､

杜

合
政

策
に

は

自
己
の

根
基

と

す
べ

き

哲
学
が

な

か

っ

た
｡

こ

の

社
食
政

策
の

哲
撃
は

虻
脅

主

義
の

｢

革
命
の

哲
畢
+

に

よ

る
べ

き
で

は

な

く
､

｢

改

良
の

哲
学
+

で

な

け
れ

ば

な
ち

な
い

｡

そ

し
て

｢

若
し

社

食
権
が

社
食
政

策
の

基

礎
た

る

可
き

な
ら

ば

其
は

生

存

権
な

ら
ざ

る

可
か

ら

ず
｡

然
れ

ど

も

予
の

生

存
権
の

主

張
は

此

鮎
よ

り

立
つ

る

に

あ

ら

ず
､

改

良

の

哲
学
と

し
て

は

労
働
権
も

努
働
全

収
樺
も

共
に

之
れ

を

認
承

す

べ

き
に

あ

ら

ず
､

濁
り

､

生

存
権
の

み

改
良
の

哲
学
を

典
ふ

可

き

が

故
な

り
｡

+

(

肩
田

全

集

第

五

巻

下
二

一

〇

三

頁
)

と

さ

れ

る
｡

こ

れ

は

努
働
樺
や

努
働
全

収
植
の

認
承
は

革
命
を

伴
う
こ

と

な

く

し

て

は

不

可

能
で

あ

る

が
､

生

存
権
の

み

は

現

存
の

慣
制
に

お

い

て

賓
現
さ

れ

る

こ

と

が

で

き
､

こ

れ

に

よ

っ

て

社
台
の

改
良

を

促
進

(

1
)

し

う
る

と

い

う
博
士
の

所
信
に

よ

る

の

で

あ

る
｡

∂4 9

′

､

′

ノ

′

■小
二

一

∵
≠

ど
r
P

ト
ド

【



一 橋論叢 第四 十二 巷 第六 坂 ( 2 6 )

こ

の
一

文
で

は

遺
憾
な
が

ら

社
食
政

策
の

哲
撃
と

し
て

の

生

存

権
論
が

充
分
に

展
開
さ

れ

て

い

る

と

は
い

え

な
い

｡

左

右
田

博
士

の

批
判
に

封
す
る

反
批
判
に

お

い

て

も

必

ず
し
も

焦
鮎
が

合
っ

て

い

な
い

｡

例
え

ば

｢

今
日

迄
の

哲
筆
者
は

極
め
て

僅
少
の

取

除
の

外
は

白
か

ら

或
は

悟
ら

ず
と

雄
も

､

特
窓
階
級

･

官
権
階
級
の

天

地

を

以

て

哲
学
の

天
地

と

看
倣
し
っ

つ

あ

り
｡

政
令
政

策
が

如
何

に

カ
を

表
し

て

其

中
よ

り

自
家
の

根
抵
を

得
ん

と

勉
む
る

も
､

終

に

失

望
に

終
る

こ

と

は

嘗
然
な

り
｡

白
か

ら

新

に

建
つ

る

に

あ

ら

ざ

る

限
り

祀
合
政

策
は

､

何

時
ま
で

忍

侍
す
る

も

到

底
自
家
の

哲

畢
を

得
る

こ

と

能
は

ぎ

る

な

り
｡

+

(

前

同
二

〇

八
八

頁
)

と

言
わ

る

る

ご

と

き
で

､

暗
に

左

右
田

哲
学
を

｢

官
権
階
級
の

草
間
た

る

哲

畢
+

と
さ

れ
､

こ

の

よ

う
な

哲
畢
の

立

場
か

ら

生

存
権
の

基
礎
づ

け
が

で

き

な
い

こ

と
は

自
明
だ

と

み

る

の

で

あ

る
｡

社
食
の

制
度

と

思

想
と

は

現

存
の

権
力

関
係
に

よ

っ

て

規
定
さ

れ
､

財
産
権
は

確
固
不

動
の

も
の

と

さ

れ

て

い

る

が
､

生

存
権
は

閑
却
さ

れ

て

お

り
､

生

存
償
の

哲
畢
も

ま

た
こ

こ

に

求
め

え

な
い

と

す

る
｡

こ

の

よ

う
な

東
田

博
士
の

論
説
は

い

は

ば

超
越
的
批
判
で

あ
っ

て

左

右

田

説
の

内
容
に

ふ

れ

る

も
の

で

は

な
い

｡

左

右
田

設
を

内

在
的
に

批
判
し
た

一

鮎
は

｢

人

が

生

殖
の

欲
は

自
然
事
賓
な
り

､

さ

れ

ば

生

殖
の

欲

は
た

と
び

社
食
に

於
け
る

婚
姻
の

制
度
と

な

り

て

現

は
る

る

と
も

､

依
然
と

し
て

一

の

自
然

草
書
な

る

か
+

と

の

甜
-

h

U

問
題
提
起
で

あ

る
｡

こ

れ

は

左

右

田

説

を

｢

自

然
事
賓
た

る

人

間

の

生

存
は

､

た

と
び

社
食
に

封
す
る

一

の

権
利
た

り

と
も

一

の

自

然
事
茸
な

り
､

生

れ

た

る

人
が

生

存
せ

ん

と

欲

す
る

は

因
果
事
賓

の

み

文

化
事
賓
に

あ

ら

ず
｡

こ

れ

を

文
化
債

権
と

認
む

と

云

ふ

は

草
木
の

成
育
を

文
化

慣
値
と

認
む

と
云
･
ふ

に

均
し
+

と

す
る

主

張

(

2
)

と

解
し
て

の

反
間
で

あ

る
｡

こ

れ

は

す
で

に

引

用
し

た

よ

う
に

左

右
田

博
士
が

｢

唯
生

存
し
て

居
る

と
云

ふ

事
茸
の

み

に

依
つ

て

其

の

者
に

生

存
権
を

輿
へ

ん

と

す
る

も
の

で
+

あ

り
､

｢

人

が

此
の

世

に

生

れ

た

り

と
云

ふ

自
然
経
過
に

依
つ

て
一

の

権
利
を

も

取
得
し

得
る

も
の

で

は

な
い
+

と

主
張
さ

れ

る

こ

と
に

封
す
る

反
批
判
で

あ

る
｡

こ

こ

で

ま

ず

頑
田

博
士
が

｢

た

と

び

社
食
に

封
す
る

一

の

権
利

た

り

と

も
一

の

自
然
事
賓
な

り
+

と

さ

れ

る

の

は

左

右
田

説
の

正

解
と

は

言
え

な
い

が
､

左

右

田

博
士
に

お

い

て

も

両

者
の

瞳
別

は

決
し
て

明

確
で

は

な
い

｡

生

存
に

封
す
る

生

存
権

､

生

殖
に

封
す

る

婚
姻
は

自
然
事
賓
に

封

す
る

社
食
制
度
で

あ

り
､

後
者
は

左

右

田

説
の

意

味
に

お

い

て

少

く

と

も

文

慣
慣
値
を

慣
現
し

て

い

る

も

の

と

言
わ

ね

ば

な

ら

な
い

｡

問
題
は

こ

の

よ

う

な

自
然
事
賓
に

文

偲

償
値
的
意

義
を

認
め

な

い

と

い

ぅ
の

で

太

く
､

左

右
田

認
は

自



ヨ
㌍ヲ巧丁

( 2 7 ) ｢ 生存権の 社食政策+ 論争

然
事
茸
そ

れ

自

身
か

ら

償
侶
付
け

が

生

ず
る

の

で

な

く
､

別

個
の

一

般

的
文

化

僧
侶
に

照

し
て

初
め

て

こ

れ

ら
の

自
然
事
賓
が

文
化

償
値
を

倍
現
せ

る

も
の

と

し

て

認
め

ら
れ

る

と

い

う
に

あ

る
｡

し

か

し
､

一

般
的
文

化

債

値
に

照
し
て

と
い

う
こ

と

は

哲
撃
的
に

反

省
し
て

い

わ

れ

る

こ

と

で

あ
っ

て
､

財
産

権
と

か

生

存
権
と

か

婚

姻

制
度
と
か

が

社
食
的
に

確
立

さ

れ

る

の

は
､

そ

れ

が

｢

必

要
+

と

な
っ

た

か

ら
に

外
な

ら

な
い

｡

左

右
田

博
士
は

こ

れ

ら
の

制
度

が

｢

必

要
で

あ

る
+

と
い

う
こ

と

は

文

化
償
値
と

関
係
な

き

も
の

か

の

よ

う
な

論
述
を

さ

れ

て

い

る

が
､

｢

必

要
+

と
い

う
と

き

既
に

そ

こ

に

償
値
に

向
っ

て

の

追
求
が

あ

り
､

す
で

に

債
値
へ

の

照

合

が

行
わ

れ

て

い

る

の

で

あ
る

｡

ア

ン

ト

ン

･

メ

ン

ガ

ー

に

し
て

も

頑
田

博
士
に

し

て

も

生

存
権
を

確
立

す
べ

き

｢

必

要
+

を

説
か

れ

て

い

る

の

で

あ

り
､

生

存
と

い

う
自
然
事
葺
か

ら

直
ち
に

生

存
権

あ

り

と
い

っ

て

い

る

の

で

は

な
い

｡

し
た

が
っ

て

左

右
田

批
判
は

何
も

批
判
で

な

く

し
て

痛
田

博
士
の

経
験
的
考

察
に

封
し
て

哲
学

的
反
省
を

行
っ

て

い

る

に

す
ぎ

な
い

と
い

う
べ

き
で

あ
る

｡

左

右

田

博
士
は

さ

ら
に

大
正

七

年
の

｢

債
値
哲
学
よ

り

観
た

る

生

存
権
論
+

に

お

い

て

多
数
決
に

お

け
る

悪

平

等
主

義
を

批

判

し
､

人

格
の

尊
厳
を

文

化

償
備
に

よ
っ

て

基

礎
づ

け

る

の

で

あ

る
｡

さ

ら
に

生

存
礎
に

つ

い

て

は

骨
戯
に

認
果
さ

る

べ

き

も

の

と

す
る

の

で

あ

る

が
､

そ

の

認
承
の

根
櫨
に

つ

い

て
､

｢

現

時
の

社
食

阻
織
の

必

要
上

其
の

成
員

一

般
に

生

存
権
を

輿
へ

ん

と

す
る

臨
機

應
欒
的
政

略
に

於
て

其
の

理

論
的
基
礎
轟
く

と

す
る

も
の

で

は

な

い
｡

+

｢

生

存
権
の

認
承
に

よ

り
て

物
質
上

の

利
益

を

辛
く
ぺ

き

も

の

は

社
倉
上
の

弱
者
で

あ
る

｡

併
し

な

が

ら

此
の

社
食
上
の

弱
者

を

保

護
し
て

生

存
を

完
ふ

せ

し
む

る

は

寧
ろ

社

食
組
織
の

必

要
と

云

ふ

こ

と
に

背
く

も
の

で

あ
つ

て
､

単
純
に

之
に

よ

つ

て

生

存
権

は

説

明

し

得
ら

る
べ

く

も

な
い

｡

+

(

左

右

田

全

集

第
三

巻
五

五

九

-

六

〇

頁
)

｢

政
令
の

各
員
に

封
し

て

生

存
権
を

輿
へ

其
の

生

存
を

確

保
す
る

の

は

各
人

格
の

慣
値
生

活
に

封
し
て

其
の

物
質
的
根
擾
を

興
へ

ん

と

す
る

も
の

で

あ

る
｡

…

…

即
ち

此
の

根
墟
の

上

に

立
つ

て

初
め
て

凡

ゆ
る

人

格
は

事
賓
上

達

横
的
に

上

下
に

連
り

て

雷
鳥

と

し
て

の

文
化

債
侶
に

射
す
る

を

得
べ

き

で

あ

る
｡

+

(

同
上

､

五

六

八

頁
)

こ

こ

で

ま

た

｢

必

要
+

論
が

で

て

く
る

の

で

あ

る

が
､

弱
者
を

保
護
す
る

こ

と

は

社
食
組
織
の

｢

必

要
+

に

背
く
か

ら

｢

必

要
+

論
は

生

存
権
の

根
接
に

な

ら

な
い

と
い

う
の

で

あ

る
｡

し

か

し

生

ヽ

ヽ

存
権
は

社
食
の

各
員
が

安
心

し
て

働
け
る

た

め

に

必

要
だ

と
い

う

こ

と

も

で

き
､

極
貧
と

早

死

と
を

近

代
社
食
か

ら

除
く

た

め
に

､

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

一

⊥

ま
た

各
員
が

人

間
に

傾
す
る

存
雀
で

あ

る

史

め

に

生

存
権
は

必

要

郎

､

∵

∴

■＼

イ

･

+

†

｢

.F
'

し

㌧

L
｢

.

∴

′

㌧

..1
■

L

.

臣
.

.

出
汁

r

+
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礪
ナ

だ

と

も
い

え
る

の

で

あ

る
｡

す
で

に

述
べ

た

よ

う
に

マ

ル

サ

ス

人

口

法
則
よ

り

す
れ

ば
生

存
権
は

不

必

要
で

あ

り
､

人

間
に

償
す
る

存
在
と
い

う

近
代
的
な

社
食
的
要
求
か

ら

す
れ

ば

生

存
権
は

必

要

な
の

で

あ

る
｡

そ

し
て

後
者
の

必

要
論
が

勝
利
を

占
め
る

こ

と

に

ょ
っ

て
､

生

存
権
が

茸
現
さ

れ

る

情
勢

と

な
っ

て

き

た

の

で

あ

る
｡

必

要
の

あ
る

と
こ

ろ

に

S
O
】

-

e

n

が

求
め

ら
れ

て

い

る
｡

左

右
田

博
士

は

こ

の

社
合
的
必

要
を

離
れ

て
一

般
的
文
化

償
借
と

い

う

無
内

容
な

雷
鳥
に

よ

っ

て

生

存
樺
が

確
立

さ

れ

る

も
の

と

す
る

の

で

あ

る
｡

さ

ら

に

左

右
田

博
士
は

｢

各
員
に

封
し

て

生

存
の

確
保
を

興
ふ

る

為
に

之
に

相

應

す
る

一

個
の

社
食
樺
を

認

承

す
べ

し

と

云

ふ

は
､

寧
ろ

社
食
政

策
の

出
費

鮎
に

し

て

其
の

目

標
に

も

非
ず

､

其

の

雷
鳥
に

も

あ

ら

ざ
る

べ

き

で

あ

る
｡

先
づ

其
の

社
食
の

各

員
の

生

存
事
賓
確
保
せ

ら

れ

て

其
の

根
擾
築
か

れ

た

る

上
に

於
て

初
め

て

慣
値
箕
現
の

過
程
は

其
の

出
餞

鮎
を

得
べ

き

で

あ

る
+

計
上

､

五

七
一

頁
)

と

す
る

｡

こ

こ

に

お

い

て

今

日

ま

で

の

｢

生

存

権
の

論

理

的
根
接
と

し

て

挙
げ

得
ぺ

き

も
の

は

畢
責
十

八

世

紀
末
以

降
十

九

世

紀
中

葉
に

至

る

ま

で

の

思

潮
の

遺
物
た

る

自

然
主

義
乃

至

平

等
主

義
に

過
ぎ

な
い

｡

慣
値
哲
撃
の

見
地

に

立
っ

て

の

生

存
権
の

根
擾
は

亦
自
ら

此

等
と

面

目

を

異
に

す
る

も

の

が

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ
｡

+

｢

生

存
権
は

此

く

し
て

如
何
な
る

意

義
に

於
て

も

文

北
償
値

脱

其
白
身
で

は

あ

り

得
な
い

｡

生

存
権
は

文
化

僧
侶
の

貴
現
に

封
し

て

社

食
的
に

且

尊
貴
的
に

最
低
根
基
を

輿
ふ

る

と

云

ふ

範
囲

及
び

意
義
に

於
て

初

め
て

言

葉
の

意

味

す
ら

が

あ

る
｡

+

(

前
掲

､

五

七

三

頁
)

要
す
る

に

東
田

博
士
が

生

存
権
を

社

食
政

策
の

雷
鳥
と

し
て

基

礎
づ

け
ん

と

す
る

に

封
し

て
､

左

右
田

博
士

は

社

合
政

策
の

嘗
鳥

た

る

も

の

は

無
内

容
な

一

般
的
文

化

債
値
で

あ
っ

て
､

生

存
権
と

い

う
よ

う

な

具

膿
的
内

容
を

も
つ

も
の

で

は

な

く
､

む

し

ろ

生

存

樺
は

社

食
政

策
の

出
蜃

鮎
で

あ

る

に

す
ぎ

な
い

と

す
る

｡

さ

ら
に

ヽ

ヽ

生

存
権
を

基
礎
づ

く

る

も
の

は

祀

合
的

な
必

要
と
い

う

経

験
的

根

接
で

な

く

し
て

雷
鳥
た

る
一

般
的
文

化
償
値
に

よ
っ

て

基
礎
づ

け

ら
る

べ

き

も
の

で

慣
僅
生

活
の

基

盤

と

し
て

生

存
権
が

確
立

さ

れ

ね

ば

な

ら

な
い

と

い

う
の

で

あ

る
｡

(

1
)

繭
田

博

士
の

労
働
権

に

つ

い

て

の

考

察
は

｢

生

存

権

概

論
+

と

｢

生

存

権
の

社

食
政

策
+

と

で

は

臭
っ

て

い

る
｡

(

2
)

左

右
田

博
士

は

｢

償
値
哲

学
よ

り
…

観

た
る

生

存

権

論
+

の

飴

論

に

お

い

て

｢

生

存

権
を

以
つ

て

文

化

償

値
其

自

ら

と

認

む
ぺ

し

と

す

る

稲

田

博
士
の

論
は

余
不

敏
之

を

了

解

す
る

こ

と

を

得
ざ

る

を

憾

む
+

(

左

右

田

全

集

第
三

巷
五

六

九

頁
)

と
い

う
｡

文

化

債

値
は

形

式

で

あ

り
､

生

存

権
と
い

ゝ

㌢

よ

う
な

具

埋
的

制

度
そ

れ

白

身
で

な
い

と

新
ナ
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の

澤

明
で

あ

る
｡

こ

れ

に

封
し
て

頑
田

博

士
は

後
に

あ
つ

さ

り

と
､

｢

左

右
田

博
士

は

我

輩
の

此

論
に

封
し

て

甚
だ

詳

額
な

る

批

評
を

恵

ま
れ

た
｡

我

輩
は

生

存

樺
を

文

化

慣

値

と

す

云
々

と

言
つ

た
の

を

痛

く
攻

撃
さ

れ

た
｡

成

程

是
れ

は

我

輩
の

大
な

る

誤

謬
で

あ

つ

た
｡

+

(

解

放
の

社

食

政

策
､

全

集

第
六

名
一

二

五

六

頁
)

と
い

わ
れ

て

い

る
｡

し

か

し

他
の

箇
所
で

は

｢

所

謂
文

化

債

値

な

る

も
の

が
､

本

所

の

被
服

廠

跡
に

む

ら
が

つ

て

居
た

人
々

に

と
つ

て

何
の

意

味

を

有
し

て

ゐ

た
か

､

…

…

災

後
三

十
日

問
一

度

も

入

洛

も
せ

ざ
る

人
々

に

と

っ

て

所

謂

文

化

生
活
の

主

張

者

等
は

､

果
し
て

何
物

を

輿
へ

､

何

物

を

附

け

加
へ

得
る

か
=

…
+

(

復

興

経
済
の

原

理

及

若
干

問
題

､

全

集

第
六

名
下

､

一

九
三

九

頁
)

と

激

し
い

調

子
が

み

え

る
｡

事
賓

､

関

東

大

震
災
に

際
し

て

肩

田

博

士
の

生

存

権

論
は

｢

生

存
権
擁

護

令
+

の

主

張
に

お

い

て

頂

鮎
に

達

す
る

｡

五

綜
合

常
澄
法
に

よ

る

論
争
の

虞
理

要
約

す
れ

ば

頑
田

博
士
の

主

張
は

生

存
権
を

も
っ

て

社
食
政

策

の

∽
○
-

】

e

ロ

と

す
べ

き
だ

と

い

う
こ

と

に

あ

る
｡

こ

れ

に

封
し

て

左

右
田

博
士
は

生

存
の

事
貴
か

ら

哲
-

-

e

ロ

は

成
立
せ

ず
､

従
っ

て

究
極

的
に
一

般
的

文
化

償
侶
が

敢
曾
政

策
の

S
O
-

-

e

ロ

た

る
ぺ

き

も
の

で
､

生

存
樺
と
い

う

も
の

も
■ ､

こ

の

償
値
に

よ
っ

て

確
立

の

理

論
的
根
接
を

う
べ

き

も
の

で

あ

り
､

し

か

も

生

存
権
の

確
立

と

小

う
こ

と

は

祀
曾
政

策
の

出
磯
部
で

あ
っ

て

そ

の

目

標
た

る

ぺ

き

も

の

で

は

な
い

と
い

う
に

あ

る
｡

綜
合

群
記
法
の

立

場
は

無

内

容
な

一

般
的

文

化

債
値
は

一

つ

の

形
式
と

し
て

は

抽
象
化
さ

れ

る

が
､

そ

れ

は

経
済
政

策
の

決
定

に

は

無
力
で

あ

り
､

従
っ

て

政

策
目

標
は

歴

史
的

､

具

髄
的
債

値
で

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

と

す
る

｡

従
っ

て

嘗
然
に

大

綱
的
に

は

頑
田

説
の

側
に

立
つ

も
の

で

あ

り
､

左

右
田

詮
に

封
し

て

批
判

的
な

ら

ざ

る

を

え

な
い

の

で

あ

る
｡

以

下
に

こ

の

よ

う
な

綜
合
斯

道
法
の

立

場
に

お

い

て

主

と

し
て

左

右
田

説
に

封
し

て

批

判

的
考
察
を

試

み

る

こ

と

と

す
る

｡

第
一

に
､

左

右
田

説
に

お

い

て

生

存
と

い

う

自

然
事
葺
か

ら

生

存
権
を

認
承

す
べ

し
と
い

う

S

O

〓
e

β

は

成
立

し

な
い

と
い

わ

れ

る

こ

と
に

問
題
が

あ

る
｡

人

間
の

存
在
は

他
の

自

然
的
存
在
と

異

っ

て
､

つ

ね

に

w
P

已

の

状
態
に

あ
る

｡

弓
P

n
t

は

妖
乏

で

あ

る

と

と
も

に

欲

望
を

意

味
す

る

も
の

で

あ

っ

て
､

人

間
生

活
の

矛

盾

状
態
を

あ

ら

わ

し
て

い

る
｡

映
乏
の

矛

盾
ま

た

は

否
定

を

媒
介
と

す
る

願
望
ま

た

は

欲

望
が

人

間
生

存
の

本

質
と

い

う
こ

と

も
で

き

る
｡

そ

し
て

こ

の

願
望
こ

そ

人

間
生

活
に

内

在
す
る

慣
侶
意

識
で

あ

り
､

私
の

直

観
的

償
値
と

よ

ぶ

と

こ

ろ
の

も
の
.

で

あ

る
｡

こ

の

意

味
に

お

い

て

人

間
生

存
は

存
在
で

あ

る

と
と

も
に

償
値
的
で

あ

3

る
｡

し
か

も
こ

の

償
値
的
な

も
の

は

人

間
生

酒
の

矛

盾
を

通
じ
て

朗

′

･ノー･

L
_ ≠
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生

活
そ

れ

自
身
の

内

部
か

ら

滑
出
す
る

ひ

も

し
､

人

間
生

活
に

鉄

乏
の

矛
盾
が

な

か
っ

た

ら

そ
こ

に

こ

の

矛

盾
を

克
服
し

ょ

う
と

す

る

慣
値
的
な

意
識
と

行
為
も
お

こ

ら

な

か
っ

た

で

あ

ろ

う
｡

か

く

し
て

わ

れ

わ

れ

は

生

存
と

い

う

事
茸
の

う

ち
に

す
で

に

そ
こ

に

債

値
的
な

も
の

が

内

在
し
て

い

る

こ

と

を

認
め

､

存
在
の

事
貴
か

ら

存
在
を

指
導
す
る

野
口
ー

ー

e

ロ

が

成
立

す
る

と

な

す
の

で

あ
る

｡

す

な
わ

ち
､

人

間
生

活
を

存
在
と

慣
値
と

の

二

元

論
に

お

い

て

解
繹

す
る

こ

と

な

く
､

存
在
と

慣
値
の

分
裂
は

一

元

的
な

人

間
生

活
の

う
ち
か

ら

お

こ

り

き

た

る

も
の

で

あ

る

と

み

る

の

で

あ

る
｡

こ

の

よ

う
な

人

間
生

活
の

内
部
か

ら

湧
出
す
る

直

観
的
慣

値
が

歴

史
の

種
々

の

段
階
に

お

い

て

種
々

の

社
食
的
動
向

と

な

り
､

社

食
的
要
求
と

な
っ

て

現

わ

れ
､

そ

の

時
代
の

追
求
す
る

社
食

的
目

標
と

な
る

の

で

あ

る
｡

こ

の

よ

う

な

杜

合
拍
動
向

が

本

質
的

動
向

で

あ

る

か

香
か

は

主
と

し

て

そ

の

歴

史
的
段
階
が

こ

の

動
向
の

成

長
に

適
合
せ

る

客
観
的
保
件
を

具

え
て

い

る

か

ど

う
か

に

か

か

る

(

1
)

の

で

あ
る

｡

生

存
権
論
と

マ

ル

サ

ス

人
口

法
則
と

の

封
立

と

そ

の

論
争
は

か

よ

う

な

客
観
的
條

件
の

吟
味
に

向

け

ら
れ

る

も
の

で
､

マ

ル

サ

ス

の

主

張
は

こ

の

鮎
に

か

か

る

の

で

あ

る
｡

一

方
に

お

い

て

フ

ラ
ン

ス

革
命
に

蜂
火

す
る

平

等
主

義
は

社

食
の

各
員
に

ヨ
e

苧

胃
F
e

ロ
弓

守
d

訂
e
∽

D
P
S

e

F

を

輿
え

よ

と

の

主

張
と

な
っ

て

現

わ

れ

て

い

る
サ

ニ

の

圭
醍
は

人

間
生

存
の

矛

盾
を

温
じ

て

現

わ

れ

湖

た

社
食
的
要
求
に

他

な

ら

な
い

｡

し
か

し
､

こ

れ

に

封
し
て

マ

ル

サ

ス

の

人
口

法
則
は

そ

の

客
観
的
候
件
を

輿
え

な
い

と

い

う

反

批

判
と

な
っ

た

の

で

あ

る
｡

第
二

の

左

右
田

説
へ

の

批
判
は

す
で

に

述
べ

た

よ

う
に

こ

の

論

争
に

封
し

て

無
内
容
な

一

般
的

文

化

債
借
と

い

う

慣
値
規

準
が

何

ら
の

決
定
も

下
し

え

な
い

と

い

う
こ

と
で

あ

る
｡

具

髄
的
な

慣
値

が

抽
象
化
さ

れ

る

と

そ

こ

に

無

内

容
な

債

値
形
式
が

え

ら

れ

る

の

で

あ
る

が
､

そ

れ

は

｢

最
善
+

と
い

う
ご

と

き

も

の

で
一

般
の

償

値
判
断
の

形
式
と

し
て

存
立

す

る

こ

と

は

認
め

ら

れ

る
｡

し

か

し

そ

れ

は

封
立

せ

る

具
健

的
慣
侶
の

い

ず
れ

か

を

決

定

す
る

カ
を

も

た

な
い

｡

そ

れ

は
い

ず
れ

の

具
髄
的
償
値
判

断
に

も
こ

の
一

般

的

償
僧
形
式
は

含
ま

れ

て

い

る

か

ら
で

あ

り
､

い

ず

れ

の

主

張
も

｢

最
善
+

或
は

｢

よ

り

よ

い
+

と
い

う

形
で

判
断
さ

れ

て

い

る

か

ら
で

あ
る

｡

生

存
権
論
は

各

人

に

人

間
的
存
在
と

し
て

の

権
利
を

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

保
讃
す
る

こ

と
が

こ

の

社
食
を

よ

り

よ

く

す
る

も
の

で

あ

る

と

主

張
す
る

｡

マ

ル

サ

ス

の

立

場
に

お

い

て

は

優
勝
劣
敗
の

原
則
が

こ

の

社

食
を

よ

り
よ

き
も

の

と

す
る

と

主

張
さ

れ

る
｡

こ

の

論
争
が

一

般
的
文

化

慣
値
に

お

い

て

は

い

ず
れ

と

も

判

断
さ

れ

え

な
い

｡

肩
田

博
士

は
マ

ル

サ

ス

人
口

迭
則
は

さ

ほ

ど

厳
密
な

法

則
で

な
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い

と
い

う
こ

と
､

ま
た

生

存
権
は

各
員
の

最
低
限
の

人

間
的
存
在

を

保
護

せ

ん

と

す
る

も

の

で

あ

り
､

そ

の

均
等
條
件
の

上
で

な
お

適
者
生

存
の

法

則
性
が

働
き

う
る

も
の

で

あ
る

と
の

考
察
か

ら

生

存
権
の

確
立
を

主

張
さ

れ

て

い

る

の

で

あ

る
｡

い

は

ば

両

者
の

主

張
を

綜
合

す
る

こ

と

に

お

い

て

生

存
権
制
度
の

d
e
∽
小

岩
b

≡
t

叫

と

p
O
川

邑
E
】
i

首

を

論
ぜ

ら
れ

て

い

る

の

で

あ

る
｡

問
題
の

論

結

は

か

よ

う

な

内

在
的
立

場
か

ら

到
達
し

う
る

も

の

で
､

償
値
形
式
と

し
て

の
一

般
的
文

化

債
値
か

ら
は

導
か

れ

え

な
い

の

で

あ
る

｡

も

ち
ろ

ん
､

頑
田

博
士
が

マ

ル

サ

ス

人
口

法

則
に

か

か

わ

ら

ず
､

生

存
権
の

確
立

を

い

い

と

判
断
さ

れ

る

と

き
に

究

極
的
な

僧
侶
形
式

の

判
断
に

よ

る

も
の

で

あ

る

と

言
え

る

か

も

知
れ

な
い

｡

し
か

し

そ

れ

は
い

ず
れ

の

償
値
判
断
に

も

含
ま

れ

る
一

般
的
債
値
形
式
で

あ
っ

て

論
定
の

根
接
に

ほ

関
係
な

き

も
の

と

い

わ

ね

ば

な

ら

な

い
｡

以

上
は

経
済
政

策
に

お

け

る

究
極
目

標
と

具
倍
的
目

標
と

の

(

2
)

論

争
に

関
連
す
る

問
題
と

し

て

こ

こ

に

と

り
あ

げ
た

の

で

あ

る
｡

,

要
す
る

に

経
済
政
策
な
い

し

敢
合
政

策
の

目

標
は

そ

の

時

代
の

本
質
的
動
向

に

應
じ

て

具

餞
的

､

歴

史
的
目

標
と

し

て

そ

の

時
代

の

社
食
に

浮
び

上

る

の

で

あ
る

｡

時
代
の

経
過
に

よ
っ

て

マ

.
ル

サ

ス

の

人

口

法

則
は

大
き

く

欒
化
し

､

一

方

に

出
生

率
､

死
亡

率
､

並
に

自
然
増
加

率
は

先

進
国
に

お

い

て

著
し

く

低
下

し
､

他

方
に

人
口

扶

養
力

と

し
て

の

生

産

力
は

大

き

く

檜

大

し
た

ひ

こ

の

よ
ゝ

フ

な

客
観
的

動
向
に

お

い

て

社

食
保
障
制
度
は

よ

う

や

く

損

大

さ

れ
､

す
で

に

生

存
樺
も

先

進

諸
国
に

お

い

て

半
ば

賓
現
さ

れ

て

い

る

状
態
に

あ

る
｡

こ

の

意
味
に

お

い

て

今
日

で

は

社
食
政

策
の

基

本
的
目

標
と

し

て

の

生

存
権
は

す
で

に

そ

の

S
O
】

-

e

P

と

し
て

の

意
義
を

失
っ

て

い

る

L

も
い

え
る

｡

し
か

し
､

政

策
の

目

標
は

歴

史

的
で

あ

り
､

約
半
世

紀
以

前
の

社
食
政

策
の

目

標
と

し
て

の

生

存
権
は

ま

さ

に

そ

の

時
に

お

け
る

社
合
の

本

質
的
軌
向
に

適

合

し

て

い

た

も
の

と

言
わ

ね

ば

な

ら

な
い

｡

か

よ

う
に

経
済
政

策
な
い

し

社
食
政

策
は

そ

の

時
代
に

お

い

て

見

通
し

う
る

地

平
線
上

の

具

燈
的
目

標
を

追
求
し

て

い

る

の

で

あ

る
｡

第
三

に
､

左

右
田

博
士

が

生

存
権
の

認
承
は

｢

社
食
政

策
の

出

螢

鮎
に

し
て

其
の

目

標
に

非
ず
+

と
さ

れ

る

論
接
は

そ

れ

が

慣
値

賓
現
の

根
接
だ

と
い

う
に

あ
る

が
､

そ

れ

で

は

何
故
そ

れ

が

賓
現

さ

れ

な
か

っ

た

か

を

説

明

し

え

な
い

｡

す
で

に

財
産

権
は

早

く

確

立

さ

れ

て

い

る

の

に

償
催
生

活
の

出
畿
鮎
た

る
べ

き

生

存
権
が

昔

時
よ

う
や

く

問
題
と

な
る

に

い

た
っ

た
こ

と

は

文
化

慣
値
の

観
潮

か

ら

何
ら

説
か

れ

る

こ

と
が

で

き

な
い

の

で

あ

る
｡

し
か

し
､

こ

こ

に

左

右
田

博
士
の

文

化

慣
値
は

そ

の

｢

極

限

概

念
と

し
て

の

文

化

慣
値
+

が

示

す
よ

う
に

究
極
に

一

般
的

文

化

慣

脱

ン

り■
‥ィ
て

∵

1
/

L

転｢

戸

+
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てす ､考

値
､

経
済
生

酒
に

お

い

て

は

経
済
的
文

化

債
値
が

あ
っ

て
､

現

貴

生

活
は

種
々

の

段
階
の

債

億
を

賓
現

し
っ

つ

極
限
の

償
値
を

指
向

す
る

も
の

七

解
せ

ら

れ

る
｡

し

か

る

と

き
､

財
産
権
は

す
で

に

早

く

茸
現

さ

れ
､

生

存
権
が

い

ま

だ

賓
現

さ

れ

な

い

と

い

う
こ

と

は
､

文
化
償

借
賃
現
の

階
梯
と

し

て

財
産

権
が

む

し

ろ

債
植
生

括

の

出
饅

鮎
に

お

い

て

箕
現
さ

れ

た

と
い

わ

ね

ば

な

ら

な
い

｡

こ

の

文
化

債
値
の

階
梯

性
に

関
連

し
て

の

疑
問
は

左

右

田

博
士

が

生

存
権
は

｢

各
人

格
の

慣
値
生

活
に

封
し
て

其
の

物
質
的
根
擾

を

輿
え

ん

と

す
る

も

の

で

あ

る
+

と
さ

れ

る

鮎
で

あ
っ

て
､

生

存

権
が

資
質
的
に

は

社
食
に

お

い

て

す
で

に

弱
者
で

あ

り
､

慣
植
生

括
を

営
み

え

な
い

も
の

に

適
用
さ

れ

る

こ

と

が
､

い

か

に

説

明
さ

れ

う
る

か

と

い

う
こ

と
で

あ

る
｡

文
化

慣
値
は

無
限
の

階
梯

を

も

ち

各
人
に

封
し
て

す
べ

て

異
な
っ

た

意

義
づ

け

を

行
う
と

す

れ

ば

一

律
最

低
限
の

生

存
保
障
の

理

論
は

必

ず
し
も

直
ち
に

辟
結
さ
れ

え

な
い

｡

こ

の

間
題
を

深

く

問
は

な
い

と

し
て

も

文

化

慣
値
の

健
系
が

極

限

慣

値
を

頂
鮎
と

し
て

そ

の

方

向
に

一

途

に

指
向
さ

れ

て

い

る

こ

と
に

一

つ

の

問
題
が

あ

る
｡

こ

の

文

化
慣

値
の

哲
学
か

ら

左

右
田

博
士
は

｢

『

文

化

主

義
』

の

論
理
+

(

左

右
田

全

集

第

四

巷

収

鐘
)

を

導
く
の

で

あ

る

が
､

こ

の

立

場
は

い

わ

ゆ
る

平
等
主

義
と

封
立

す

る
｡

こ

れ

は

す
で

に

｢

慣
値
哲
学
よ

り

観
た

る

生

存
権
+

に

み

ゆ

減

る

と
こ

ろ

で

今
ま
で

の

｢

生

存
権
の

論
理

的

根
按
と

し
て

挙
げ

得

べ

き

も
の

は

…
二

自
然
主

義
乃

至

平

等
主

義
に

過
ぎ

な
い

｡

償
値

哲
単
に

立
つ

て

の

生

存
権
の

根
接
は

亦
自
ら

此

等
と

面
目
を

異
に

す
る

も
の

が

な

け
れ

ば

な

ら
ぬ
+

と
｡

さ

ら
に

｢

平
等
主
義
の

一

考
察
+

に

お

い

て

は

｢

余
は

平

等
主
義
を

以
て

文

化
の

辟
趣
な
り

と

認
む
べ

き

理

由
は

断
じ
て

蔑

見

し

得

な
い
+

と

す
る

｡

｢

文

化

主

義
の

論
理
+

の

結
語
は

､

｢

此
の

主

義
の

上

に

立
つ

こ

と
に

よ

つ

て

初
め

て

凡
ゆ

る

茸
際

問
題
は

其
の

正

嘗
の

批
判
を

受
け

得
べ

き

も
の

と

な
る

｡

此

を

外

に

し
て

は
一

切
の

人

文
史
上

の

主

義
主

張

は

到
底

一

片
の

感
情
論
に

終
ら

ね

ば

止

ま

ぬ
+

(

左

右
田

全

集
第

四

番
二

一

頁
)

と

さ

れ

て

い

る
｡

こ

の

よ

う

な

表
現
は

極
限

概
念
と

し

て

の

文

化

慣
値
が

そ

の

無

内

容
の

形
式

的
立

場
か

ら
は

な
れ

て
一

定
の

内

容
を

も
つ

立

場
に

お

ち
､

左

右
田

博
士
の

最
初
の

内

容
制
約
を

許
さ

な
い

経

済
政

策

の

辟
趣
と

矛

盾
す
る

こ

と

と

な
っ

て

い

る
｡

文

化
主

義
が

平
等
主

義
や

自
然
主

義
と

抗
争
す
る

立

場
と

な
っ

た

の

は
一

切

の

債
植
生

汚
が

究
極
の

一

般
的
文
化
債
値
を

頂
鮎
と

し
て

一

律
的

な

階
梯
を

な

し

て

い

る

と

み

る

と
こ

ろ

に

あ

る
｡

こ

の

一

律
的
な

階
梯
を

は

み

出
す
と

み

ら

れ

る

も
の

は

文

化

主

義
と

相

容
れ

な
い

も
の

で

あ
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り
､

従
っ

て

文
化

主

義
は

一

定
の

内
容
あ

る

立

場
を

と

る

こ

と

と

な

り
､

そ

の

普
遍
妥

嘗
性
は

失

わ

れ

る

に

い

た

っ

て

い

る
｡

お

も

う
に

人

間
生

活
の

動
き

を

前
進
と

み

る

な
ら

ば
､

一

つ

の

山
に

登

り
つ

つ

あ

る

も
の

と

た

と

え
る

こ

と

が

で

き

る
｡

文

化

主

義
は

そ

の

登

山
の

山

頂
に

向
っ

て
一

途
の

道
が

あ

り
､

ひ

た

ぶ

る

に

そ

の

道
を

登
る
べ

き

も
の

と

す
る

の

で

あ

る
｡

し
か

し
､

山
に

登
る

に

は

多
く
の

道
が

あ

り
､

ま
た

そ

の

各
々

の

道
か

ら
み

ら
れ

る

山

頂
は

異
っ

て

い

る

か

も

知
れ

な
い

｡

平
等
主

義
や

自
然
主

義

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

や

賓
存
主

義
な

ど
お

の

お

の

そ

れ

ら

の

主

義
は

何
か

の

よ

り
よ

き

ヽ

ヽ

も

の

す
な

わ

ち

償
値
を

追

求
し
っ

つ

あ

る
｡

文

化
哲
学
が

眞
に

無

内

容
な

償
値
を

究
極
目

標
だ

と

す
る

な

ら

ば
､

こ

れ

ら
一

切
の

慣

値
の

抽

象
さ

れ

た

形

式
で

な

く

て

は

な

ら

ず
､

そ

れ

は

｢

最
善
+

と
い

う

よ

り

外
に

な
い

｡

も

し

文

化

主

義
が

他
の

主

義
と

封
抗
し

こ

れ

を

批

判
す
る

立

場
を

と

る

な

ら

ば

そ

れ

は

す
で

に

具

饅
的
償

値
で

あ

り
､

そ

の

い

う
と

こ

ろ
の

普
遍
安

嘗
性
は

失
わ

れ

る

の

で

あ

る
｡

(

1
)

左

右
田

博
士

は

｢

社

食
組

織
の

必

要
上
…
:
･

生

存

権
を

輿
へ

ん

と

す
る

臨

機
應

欒
的
政

略
…

…
+

(

全

集

第
三

巷
五

五

九

頁
)

と
い

わ

れ

る

こ

と

は

必

要
が

本

質
的

動
向
か

ら

生

じ

き

る

こ

と
の

認

識
を

軟

く

た
め

で

あ

る
｡

(

2
)

宮

田

喜
代

蔵
､

経
済
政

策
に

お

け

る

目

標

設

定

判

断
､

(

赤
橡

要

還
暦

記

念
論

集
)

赤

松
要

､

経
済
政

策
に

お

け
る

究

極

目

棟
と

具

髄

的

目

槙

(

宮

田

博

士

還

暦

記

念
論
文

集
)

参
照

｡

後
記

本
論
文
は

さ

ら
に

井
藤
牛
蘭
博
士
の

財
政
学
並
に

社
食
改
発
の

方

法
論
的
吟
味
に

わ

た

る

構
想
で

あ
っ

た

が
､

徐
白
な

く
､

こ

の

ま
ゝ

で

井

藤

博
士
の

記
念
に

さ

～

げ

る
こ

と

と

す
る

｡

(

三

四
･

九

二

三
)

(

一

橋

大

筆

数
授
)
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